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要旨
　19世紀のフランスでは、俗語や隠語に関する著作が数多く出版された。これらの研究
は、まだ言語学的な科学性を伴っていなかった。しかし、とりわけ隠語に向けられた関心
は、この時代のフランスの社会状況や人間に対する見方と深く結びついていると思われる。
本稿では、主に研究書、辞書の序文や項目、文学作品などを対象としながら、19世紀フラ
ンスで、隠語という特殊な言語表現が、どのように捉えられ、それについて何が書かれて
いるかを検討する。まず、この時代に隠語が増大し、隠語とみなされる表現が拡大した状
況を確認し、続いて、単語としての隠語の分析方法の特徴を見て、隠語に対する否定的な
考えと肯定的な考えを対比させながら検討する。最後に、隠語に関する記述から、そこに
どのような19世紀的特徴があるかを探ることにより、この時代の社会状況と言語の結びつ
きを示す。
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はじめに
　19世紀のフランスでは、フランス語の語彙に関する著作や辞書が数多く出版された。そ
の中に、俗語や隠語について扱った書籍が多いという点は、この時代の特徴の一つと言え
るだろう。Yve-Plessisは、15世紀から19世紀末にかけて刊行された、隠語にかかわる文
献を年代順に書誌としてまとめているが、重複を含めて総数365の著述のうち、111番以降
が19世紀のものである1。またGuiraudは、「19世紀末以来、Auguste Vitu、Francisque 
Michel、Marcel Schwobとともに、隠語の豊かさが体系的に整理され、学問的な視点から
研究されるようになった2」と書いている。
　しかし隠語研究は、19世紀前半も含めて見れば、まだ厳密な意味での学問とはなってい
なかった。この時代に隠語に関心を抱き、その種の語彙を集めて検討した人々には、程度
の差はあるにせよ、どこか素人くさいところが感じられる。Sourdotは、「Albert Dauzat
の著作を除けば、隠語研究が、その先駆者たちの先験的推論（les a priori）や言語純化主
義的な注釈を捨て、まさに記述的なものとなるには、20世紀中頃まで待たねばならなかっ
た3」と書き、「隠語研究」（argotologie）が成立するには、「規範的な先入観」や「懐古趣
味の強調」を避けねばならないと主張する。
　19世紀フランスにおいて特筆すべきは、文学作品への隠語の導入である4。しかし
Esnaultは、BalzacがLa dernière incarnation de Vautrinで、「隠語に関してあまりに多く
の間違いを犯し」ており、HugoはLes Misérablesにおいて、「犯罪者の隠語の歴史をまっ
たく無視し、存在していない一ダースほどの語をでっちあげている」と指摘している5。
隠語について書かれた著作では、安易に「空想的な解釈6」がなされたり、過去の研究を
改めて検証せず、そのまま引き写すために同じ誤りが繰り返されることもしばしばあった。
　ただ、そうした欠陥があるとしても、隠語に関するこれらの記述は過去のものとして葬
り去ればよい、というものではなかろう。それまでの研究が不十分で不適切であるとして
も、隠語研究は過去の蓄積を無視しえない。DauzatはSainéanの著作に触れ、Sainéanは、
否定的な意見を数多く含んでいるものの、彼以前の様々な隠語論について言及している。
たしかに19世紀の隠語研究は、20世紀の言語学の方法論のもとに書かれたものではない。
したがって、語彙分析の方法において科学的客観性はないのだろう。ただ逆に、19世紀の
隠語論は、現代的な意味での言語学者ではない著者や作家によって書かれたことにより、
その記述の主観性も含めて、19世紀フランスが持っていた特徴を、部分的にではあれ表し
てはいないだろうか。われわれの興味はそこにある。
　Delaplaceは、「語彙研究」（lexicologie）と「語彙記述研究」（lexicographie）の区別と
対応させる形で、「隠語研究」（argotologie）と、「隠語辞典の書かれ方（écriture）」を扱
う「隠語記述研究」（argotographie）を分けている7。この分類に従えば、本論も、後者
の領域に属している。したがって、19世紀あるいはそれ以前に、どのような隠語が用いら
れ、その意味や語源は何かといった問題は、ここでの検討の対象とはならない。目を向け
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たいのは、主に19世紀に書かれた隠語に関する文章において、隠語がいかなる言葉で論じ
られ、そこにどんな視線が投げかけられていたか、という点である。Esnaultは、Balzac
やHugoの隠語論を間違いだらけだと否定するが、このことと、彼らが小説の中で隠語につ
いて言及し、それを登場人物に使わせたことの意義は、別の問題として考えるべきだろう。
　俗語や隠語の使用は、単に言語表現だけにかかわる問題ではない。そこには、記述的な
分析からこぼれ落ちてしまうような要素が、あれこれ含まれている。Colinは、これまで
なされてきた隠語の定義を、その内容や視点から、①歴史的定義、②社会学的定義、③心
理学的定義、④言語学的定義、⑤技術的・職業的定義に分類している8。隠語の使用は、
時代性、社会性、そして人間性と切り離すことができない。19世紀に隠語に興味を抱いた
人々は、立場や見解の相違はあるものの、そういった言語外の要素も含めて隠語という「語
彙的逸脱」と向かい合っていたのではないか。
　言語学的に見た誤り、言葉に対する過度の思い入れや学問的冷静さの欠如は、規範から
の逸脱にほかならない俗語や隠語に向けられる関心に似つかわしいとも言えるだろう。規
範を外れ、普通の人々から隠された形で使われる単語の姿が、言葉に興味を抱く者の想像
力を過度にかきたててしまうのである。そして、そうした人々が書き残した文章は、膨大
な数にのぼる。われわれが目を通したのはその中のほんの一部にすぎないが、学問的な意
味での欠陥をむしろ肯定的に捉えながら、今日ではほとんど顧みられない著者たちや、文
学者が、俗語や隠語をどのように捉え、それについて何を書いたかを検討することを通し
て、19世紀フランスの言語、文学、そして社会のある側面を浮かび上がらせてみたい。
隠語とは何か
　argotという語の語源については、これまでに数多くの説が提示されてきた。Trésor de 
la langue françaiseも、Dictionnaire historique de la langue françaiseも、主な説を列挙し
つつ、どれとも決めかねているような記述となっている。語源の不明瞭さと、隠語が持つ
得体のしれなさとは、どこかでつながっているようにも感じられる。「隠語」に相当する
表現としては、12世紀にすでにjargonという語があり、15世紀にはjobelin、その後
blesquin、baragouin、narquoisといった語が用いられていた。
　argotという語の初出は、1628年か1629年に刊行された、Ollivier ChereauのLe Jargon 
ou Langage de l’argot réforméであるらしい。ただこの著作では、langage de l’argotとい
う言い方が示すように、argotは隠語という言語表現を意味するのではなく、「物乞いの集
団」あるいはその行動や仕事を指していた。
　そこから、argotという語は意味範囲を少しずつ広げてゆく。まず、物乞いや犯罪者の
集団が用いる特殊な言語表現を指すようになる。その後、犯罪者ではない集団や、何らか
の同じ職業につく人々の間で使われる独特の言葉遣いについても、argotという呼称が用
いられる。アカデミー・フランセーズの辞書は、1718年刊行のものまでは、「物乞いや泥
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棒たちが使う、彼らの間でしか理解できないある種の言葉遣い」という語義だけを載せて
いたが、1835年の第６版では、「意味を広げ、ある種の職に携わる人々が採用する特殊な
単語についても言われることがある」という語釈が付け加わっている9。Nodierは、この
語をまず、「無為であるために犯罪へと導かれる、生業としての怠け者たちの言語10」と
定義した上で、物乞いや売春婦や陰謀家たちも隠語を話すとし、さらに俳優、錬金術師、
学者が使う特殊な言い回しにも隠語という表現を適用している11。Vidocqは、Les Voleurs
のargucheの項目で、「argotは、今日では、むしろ国民の言語とつながったあらゆる専門
用語（jargon）を表すための、総称的な語であり、ある同業組合、何らかの職業、ある階
級の人々に固有のものである12」と書く。Hugoは、Les Misérablesの隠語論で、論じる対
象を狭い意味での隠語すなわち「貧困が用いる、醜く、不穏で、陰険で、卑劣で、毒を含
み、残忍で、いかがわしく、品位もなく、底が知れず、破滅的な言語13」に限定するとし
ながらも、一方で、「印刷屋、剣術の教師、騎兵、歩兵、骨相学者、猟師、哲学者、俳優、
軽喜劇の作者、執達吏、賭博者、両替商、商人、すべてが隠語を話す14」とも書いている。
　19世紀には、argotの類義語として、langue verteという表現も流行した。Littréの辞書
はこの表現を、「隠語（argot）に近い言い方。それに通じた人々にしか、ほとんど意味が
理解できない言い回しが用いられている」と説明する。Sainéanは「langue verteは、賭
博台（tapis vert）で賭博をするいかさま師たちの隠語をもっぱら指してきたし、現在も
同様である15」と書いている。一方Trésor de la langue françaiseは、vertの項目で、「露骨
な、礼儀作法を気にしない」という語義区分の用例としてlangue verteを挙げている。
Dictionnaire de la langue verteの著者Delvauは、その序文で、隠語の種類を英語における
cantとslangの区別と重ね合わせ、前者を「個別の隠語」、後者を「全体の隠語」とし、「泥
棒は特に前者を話し、パリのすべての人々は後者を話す16」と書く。彼にとってのlangue 
verteは、この二つを総体的に含んでいる。
　19世紀には、大衆的な言語表現が増加し、それが「正しく美しいフランス語」を押しの
けていった。Les Nuits d’octobre におけるNervalの文章は、その証言となるだろう。「ス
クリーブ氏やラ・モンタンシエのフランス語、居酒屋、娼婦、門番、市民の集まり、サロ
ンのフランス語は、偉大なる世紀の伝統から遠ざかり始めている。コルネイユとボシュエ
の言語は、だんだんサンスクリット語（学問的な言語）となる。われわれに対してプラク
リット語（卑俗な言語）の支配が始まっているのだ（…）17。」その結果として、隠語と、
犯罪者ではない普通の大衆が話す俗語の距離が縮まってゆく。「犯罪者の言葉遣いの変遷
を、そのはるか遠い起源から19世紀まで辿ってきた18」Sainéanは、次のような変化を確
認する。「隠語と俗語（bas-langage）は、19世紀の中頃まで、根本的に異なる二つの言語
的カテゴリーを指し示していた。これら二つの語法は、多かれ少なかれ頻繁に交差したが、
長い間、別々の性格と絶対的に分岐した傾向を保っていた。この二つの言葉遣いが接近し、
『パリの隠語』という唯一の語法として溶け合ったのは、今日になってのことであり、そ
れは社会的な理由によるものである19。」
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　Sainéanは、語彙が19世紀に増大した要因として、「民主主義の到来、19世紀中頃に道路
や鉄道など交通手段がますます便利になったこと、過去の社会的身分の消滅およびかつて
の職業団体の独立性の消滅、様々な職業階級のより頻繁な接触20」といった点を挙げてい
る。フランス革命後の社会の変化は、それまで出会うことのなかった人と知りあう機会を
増加させた。その結果として、それまで聞いたことのなかった言語表現に触れる機会が増
加する。Dauzatは、方言が土地と結びついているのに対し、隠語は、その「流動性」（fluidité）
によって「たえず動いている21」と指摘する。そしてこの流動性は、パリにおいて最も顕
著であった。Larcheyは、「言語に関してパリが大きな出会いの場」であるとし、そこで「徒
刑場、スポーツ、閨房、仕事場、兵舎、議会のロビー、市場、学校、ジャーナリズムの新
しい語22」が作られていると指摘する。Sainéan、Delvau、Rigaud、Nisardなどによる隠
語論の重要な著作が、特にパリにおける言語表現を対象としているのは、必然的なことで
あろう。そしてそれらの新しい言葉が、パリを越えて、広がっていったのである。
話し言葉から書物へ
　そもそも隠語とは、会話でのみ用いられる言い回しである。手ではなく口によって表現
され、目でなく耳によって受容される。隠語を話す集団に加わらないかぎり、その内部で
使われている隠語について知るすべはなかった。隠語研究とは、話し言葉を文字として起
こし、書物に移しかえるという作業から始まる。
　Rigaudは、隠語について人々が知るきっかけとなったのが、先に触れたChereauの著作
であったとして、こう述べる。「隠語は、イシス像のようにヴェールをまとったままでい
たかったが、そのヴェールが引き裂かれ、秘密と本質が門外漢にさらされることになった。
ごく小さな書物であるle Jargon de l’argot réforméが、この災いを引き起こしたのだ23。」
Schwob & Guieysseは、「17世紀初頭からVidocqのLes Voleursに至るまで、隠語に関する
あらゆる刊行物は、この書物と結びつけなくてはならない24」と書き、世紀を越えて繰り
返し再版され、行商本としても売られたこの著作の人気を伝えている。
　Chereauの本にもDictionnaire argotiqueの部分が含まれているように、隠語研究は、語
彙集あるいは隠語辞典の形態を取ることが多い。では、辞書は隠語や俗語をどのように扱っ
てきたのか。Mercierは、Tableau de Parisでこう書いている。「辞書は、民衆が用いるす
べての単語を含んでいるわけではない。詩人や演説家が認める表現と同じ価値があり、奇
妙でかつ日常的な実践と結びついた数多くの表現については、辞書は不十分なのであ
る25。」どれほど大部のものであれ、辞書はあらゆる単語を網羅しているわけではない。
19世紀以前にも、少なからぬ数のフランス語辞書が出版されてきたが、そこには大きな欠
落があることを、Bescherelle aînéは、1845年に出版されたDictionnaire national ou 
Dictionnaire classique de la langue françaiseの序文で指摘している。1635年に創設された
アカデミー・フランセーズが刊行した辞書は、フランス語が持つ語彙の半分も含んでおら
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ず、言語が「ミイラか骸骨のような状態26」にある。しかし辞書は、「すべての語彙を含
む27」ものでなければならない。Bescherelleは、「文学者を自称する人たち」が単語や語
義を、「科学、政治、産業、商業、一言でいえば社会の全進歩（omniprogrès social）28」と
関係づけて扱っていないことを批判する。特に必要性が強調されているのは、職業に関す
る語彙である。
　Bescherelleは、俗語や隠語については特に言及していないが、その辞書の目的が、「言
語を、その気まぐれ、変則、例外、美しい部分と醜い部分とともに提示すること、要する
に、国民が作り上げたままにそれを提示すること29」にあると述べ、規範からの逸脱を、
フランス語の現実として捉え、それを辞書の記述によって定着させようとする意志を示し
ている。
　辞書とは別に、19世紀における隠語と書き言葉の結びつきは、文学とりわけ小説という
ジャンルの隆盛の中に現れる。たしかに、Cellardの著作が示すように、文学と隠語の関
係は古く、15世紀のVillonにまでさかのぼる30。ただ19世紀には、Balzac、Sue、Hugo、
Zolaといった小説家が、その重要な作品の中に隠語を導入したことによって、以前よりも
はるかに多くの数の読者が、そうした表現に触れたのである。
　小説における隠語の導入は、一つは小説家による隠語論という形を取る。Balzacの
Splendeurs et misères des courtisanesには、「隠語、娼婦そして泥棒についての、哲学的、
言語学的、文学的試論31」という題の章が設けられていた。HugoはLes Misérablesの、「隠
語」と題された第４部第７篇で、壮大な隠語論を展開する。
　もう一方で小説は、登場人物が話す隠語をそのまま記述することで、普通の人々からす
れば縁のない階層や環境にある人物の言語表現を文字化する。SueはLes Mystères de 
Parisで、「これらの男たちは、彼ら特有の生活習慣、女性そして言葉遣いを持っており、
その言葉遣いは謎めいていて、不吉なイメージや血の滴るような隠喩に満ちている32」と
書き、その長大な小説を、「tapis-francとは、泥棒と殺人の隠語で、最下級のカフェや居
酒屋を意味する33」という文章で始める。BalzacのSplendeurs et misères des courtisanesで、
脱獄囚Vautrin （Colin）とその仲間は、隠語でやり取りし、その意味がカッコの中に示さ
れている。二か所、隠語の部分を原文通り引用して訳せば、「お前が俺たちにabouler du 
carleする（金をくれる）のか34」、「T’as donc tafe de nozigues（じゃあ、お前は俺たちを疑っ
ているのか）35」という風になっている。
　Balzac、SueやHugoはVidocqの著作から隠語を学び、ZolaはDelvau等から俗語の知識
を得ていた。19世紀フランスにおいて、文学と隠語研究の間には、相互補完的な関係があ
る。では、隠語辞典という形ではない、隠語を対象とする研究では、隠語はどのように分
析されていたのか。
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単語としての隠語
　Nodierは隠語について、こう書いている。「隠語とは、人工的かつ流動的な言語であり、
固有の統辞法を持たず、その唯一の目的は、取り決めによって作られた隠喩で、仲間に対
してのみ伝えたい考えを覆い隠すことである36。」この一文の中に、19世紀において隠語
が持つと考えられていた特徴が列挙されている。
　まず、隠語は特有の統辞法（syntaxe）を持たないという点に関して、Michelは次のよ
うに述べている。「今引用した文法学者とともに繰り返すが、隠語は、それ固有の統辞法
を持たない。隠語は、それが話されている地域の言語の統辞法に、変わることなく従って
いる37。」Cascianiもまた、「隠語は統辞法を持たない。それは厳密な意味での言語ではなく、
俚言ですらない38」と書く。ただHugoは、「人が同意するかしないかは別にして、隠語は、
その統辞法と詩情を持っている。それは一つの言語なのだ39」と言っている。
　そうした違いはあるものの、Hugoも含め、隠語分析の基本的な対象となっているのは、
文章ではなく単語そのものである。そして、隠語の生成において最も頻繁に見られるのが、
隠喩という手法である。Michelは隠語の「最も一般的な性格は、隠喩的である」とし、そ
れをこう説明する。「ほとんどの場合、フランス語で、ある対象や考えを示すのに用いら
れる語が、その対象や考えの性質や属性を表現したり何らかの比較を示す、フランス語の
別の単語に置き換えられる40。」Hugoは隠語における隠喩について、こう書く。「すべてを
言い、すべてを隠そうとする言語の特徴は、文彩に富んでいることである。隠喩は、何か
をたくらんでいる泥棒や、脱獄を計画している囚人が身を隠す謎である41。」
　隠語を作る際にもう一つ見られるのが、語の変形である。Michelはこの方法について、
こう記述している。「用いる語を変えるために、隠語は、語の最初の部分を保ち、最後の
一つあるいはいくつかの音節を変形させる。何かを付加するという例もないわけではない
が、たいていは切り取ってしまう。文法的な修辞の中で、隠語が最も好むのは、おそらく
語尾音消失だろう42。」この点についても、Hugoは少し見方が異なっている。「たいていの
場合、隠語は聞き手を戸惑わせようとして、あらゆる単語に、見苦しい尻尾のようなもの、
つまり-aille、-orgue、-iergue、-ucheといった語尾を、やたらとくっつける43。」
　またLarchayは、隠語が作られる要素を７つに分け（①古語、②語の置き換え、③語の
変形、④模倣的な諧調、⑤言葉遊び、⑥記憶、⑦流入）、それぞれを検討している44。
　Nodierが「流動的な」（mobile）という表現で示した隠語の特徴については、Hugoはこ
んな風に説明する。「隠語は退廃の特有語法であり、すぐに廃れてしまう。その上、隠語
は常に人目を避けようとするから、他人に知られたと感じると、すぐに姿を変える。（…）
したがって隠語は、たえず変質し、たえず作り直される。この作業は、暗がりの中で素早
く行われ、決して止まることはない。隠語が十年間で進む道のりは、普通の言語が十世紀
かけて進む道のりよりも長い45。」
　先のNodierの文章で、もう一つ挙げられている特徴が、隠語の人工性である。これは、
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広い意味での俗語と狭い意味での隠語を区別する点でもある。Nisardは、「大衆言語」と
しての「パリ風言語表現」（parisianisme）の特徴について、こう説明する。「これらの表
現のいくつかの隠喩には、冷笑や暴力性が含まれているかもしれないが、本来その大部分
は、機知と、生彩と、自発的な様相を持ち、そのため、形態の下品さから目をそらさせ、
暗い夜に打ち上げられた花火のように輝く46。」これに対し隠語は、それよりも「熟慮し
て作られ、凝っていて、手が加えられて」おり、「ただ単に大衆的な言葉遣いから自然に
湧き出る思考の表現を、ほとんど持っていない47。」集団に属さない者にメッセージの内
容を意図的に隠す隠語は、俗語よりも人為的に作られているのである。
　同様の指摘は、Schwob & Guieysseの隠語論にも認められる。「社会の危険な階級の特
殊な言語48」に研究対象を限定する彼らは、これまでの隠語研究がその隠喩の側面にしか
目を向けてこなかったと言う。しかし、隠喩は「自然発生的に形成」されるが、隠語は「自
然発生的な形成とは真逆のもの49」にほかならない。なぜなら「それは、ある階層の人々
にしか理解されないようにして作られた、人工的な言語50」だからである。
　このように、いくつかの観点から、単語としての隠語の分析は、19世紀において少しず
つ進んでいったと言えるだろう。ただ、この時代の隠語論でもう一つ着目すべきは、隠語
という言語表現をどう評価するか、また人々がそれをどう受けとめたか、という点での言
及が数多く見られるということである。そしてその評価には、肯定的なものもあれば、否
定的なものもある。
隠語の受けとめ方
　Halbertはその隠語辞典の序文で、犯罪者たちが用いる語彙の特徴について、こう書い
てている。「時には力強く、粗野で、想像の産物であるこれらの言語は、生彩豊かな表現
に満ちており、しばしば血や殺人の雰囲気を漂わせている51。」ここには、隠語が持つ肯
定的な要素と否定的な要素が、同時に含まれている。
　隠語は、新たな表現を創出し、語彙を増殖させてゆく。隠語に関心を抱く人々は、隠語
が生み出される時の想像力の働きに惹かれているのだろう。隠語は、頭から忌避すべきも
のではなく、言語表現として価値を持つ。その価値としてしばしば持ち出されるのが、「力
強い」（énergique）や「生彩豊かな」（pittoresque）という形容である。これは、「正し
く美しい」フランス語や「純粋な」フランス語には見出せない特徴であろう。Delvauは、
先に触れたcantとslangの区別に対応する隠語のいずれもが、「生彩豊かな表現、巧みな隠
喩、正確なイメージ、きちんと組み立てられ、しっかりした単語に満ちている52」と言う。
Balzacは、「この地下世界の言語以上に、力強く、生き生きとしたものはない53」と書く。
　その一方で、隠語とは犯罪や悪と結びついた言語表現でもある。したがってそこには、
「血や殺人の雰囲気」といった否定的なイメージがつきまとう。
　Halbertは、その隠語辞典が人々にとって有益なのは、隠語の知識を得ることで、犯罪
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から身を守ることができるからだと言う。彼は、フランスでの犯罪の歴史や刑務所の状況
などについて説明したあと、こう書く。「徳のある人々よ！ひょっとするとすぐ隣にいる
男が、あなた方の金品を奪い取ろうとたくらんでいるかもしれない。彼は、あなた方には
言っていることが理解できないと確信し、横で自由に、あなた方のこれからの運命につい
て話している。何もあなた方を救うことはできない。ただ、泥棒、殺人者、売春婦たちが
互いに用いるこの恐るべき言語について知ることだけが、あなた方を救えるのだ54。」
　Vidocqは、「刑務所と徒刑場の言語」や「殺人者と泥棒の言語55」の意味を説明するLes 
Voleursの序文で、著作の目的をこう記す。「ならず者たちの策略から身を守りたいと望む
すべての紳士淑女たちの必携書となるために書かれたこの著作は、泥棒たちがいつも用い
ている策略を露わにするものである56。」この文章は、Les Voleursの副題としても使われ
ている。また「露わにする」（dévoiler）という表現は、Halbertの辞書のタイトルにも含
まれていた。隠語は、ヴェールに包まれた言語表現であり、真っ当な人間には無縁のもの
である。そのヴェールを剥ぎとる必要性が強調されるのは、犯罪が増加し、人々の身近に
迫っているという社会状況とも関係があるだろう。「労働階級と危険な階級」について論
じたChevalierは、「王政復古の最後から第二帝政の初頭まで、犯罪は、パリにおいて、そ
してパリについて書かれたすべての文書の主要なテーマの一つであった57」と述べ、「パ
リが犯罪の都市であるのは、とりわけ、人々の日常的な関心において犯罪が占めていた位
置によるものである58」と指摘している。
　狭い意味での隠語ではないが、大衆が用いる俗語的な表現についても、正しいフランス
語と切り離し、使用を禁止しようとする傾向があった。
　その一例となるのが、19世紀前半に相次いで刊行された、「間違った表現」（locutions 
vicieuses）という言葉を含む辞書類である。そうした辞書の著者の一人Sauger-Préneufは、
序文でこう書いている。「何年もかけた観察の結果であるこの著作は、書かれたもの、そ
して特に会話から、間違った表現、発音の誤り、変則的な言い回しを消滅させることを目
的としている。こうした言葉づかいは、正しい用法に反しているが、上流社会でも用いら
れている59。」また、Michelの辞書が提供するのは、「話す際に思わず発する誤りの部分を
正し、人との付き合いの中で、良き用法と認められている言葉だけを使い、口頭で、ある
いは書き言葉で、無知やそれに伴う滑稽さに対する非難を受けないように表現する方
法60」である。これらの著作は、俗語だけではなく、名詞の性の取り違えや、方言の使用
についても指摘している。根底にあるのは、17世紀のVaugelas以来の伝統に沿って、フ
ランス語の正しさや美しさにそぐわない言語表現を取り除き、「良き慣用」を守るという
理念である。こうした著作を求める読者の側にも、きちんとしたフランス語を使えるよう
になりたいという願いがあったのだろう。
　隠語という、フランス語の「正しさ」や「美しさ」から程遠い表現を排除しようとする
意識は、19世紀の小説における語彙の導入に対する読者の受けとめ方にも認められる。
HugoはLes Misérablesで、かつてLe Dernier jour d’un condamnéで泥棒に隠語を話させ
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て世間から非難されたという経験に触れたあと、こう語る。「その後、一人は人間の心の
深い観察者であり、もう一人は民衆の大胆不敵な友である、二人の力のある小説家、すな
わちBalzacとEugène Sueが、1828年にLe Dernier jour d’un condamnéの著者がやったよ
うに、悪党たちに彼らが自然に用いている言葉で話をさせた時、同じように抗議の声がわ
き上がった。人々はこう繰り返した。『こんな不愉快な言葉（patois）を使って、作者た
ちは我々に何を望んでいるのか。隠語は醜悪だ。怖気を震うほどだ61。』」
　またZolaは、特にL’Assommoirで、俗語を多用している。序文で作者は、この小説が、
「真実の作品であり、嘘をつかず、民衆のにおいのする、民衆についての初めての小
説62」だと、自負を込めて語る。作品中にいろいろな俗語が見られるのは、その意図に沿っ
た結果にほかならない。ところが、「人々は単語に対して腹を立てた63」というのが、読
者の反応であった。そして、「私の罪は、民衆の言語を集め、それを、加工された鋳型の
中に流しこむという文学的な好奇心にとらわれたことであった64」と述べる。
　Balzac、Sue、Hugo、Zolaといった、19世紀のベストセラー作家の読者数からすれば、
このような批判は一部にすぎないのかもしれない65。ただ、こうした作家の側からの発言
は、作品の文学的な意図と、読者あるいは社会の受けとめ方のあいだに隔たりがあり、文
学作品は優れたフランス語のみで書かれるべきだという言語純化主義的な意識が、依然と
して残っていたことを示しているだろう。
生き物としての隠語
　Les Misérablesの中で、Hugoはこう書いている。「マムシ、コウモリ、サソリ、ムカデ、
毒グモを研究するのを拒み、『ああ！なんて醜いんだ！』と言って闇の中に投げ捨てる博
物学者を想像できるだろうか。隠語から目をそむける思想家は、潰瘍や疣から顔をそむけ
る外科医に似ているだろう66。」Michelは、その隠語に対する興味を、「重罪裁判所での審
理を見守ったり、覗くと全身の血が心臓へ逆流するような深淵に身を乗り出したり、死体
や爬虫類や怪物を観察するように仕向ける快楽67」になぞらえている。19世紀に書かれた
隠語論の特徴の一つは、隠語をその醜悪さによって恐怖心を与えるものとみなす一方で、
それをある種の生き物や、生命を持つものの特異な状態と結びつけていることである。
　もちろんこうした表現は醜さの比喩ではあるが、そこには、隠語が持つ特徴とのアナロ
ジーも含まれているだろう。Schwob & Guieysseの隠語論を締めくくるのは、次のような
美しい文章である。「〈トラヴァイユール号〉や〈タリスマン号〉の探検で集められた深海
の動物には、目が存在しない。しかし、そうした動物の体には、色素が付き、燐光を発す
る斑点が発達している。同様に、隠語は、それが動き回る底辺において、たしかに言語と
してのいくつかの能力は失っているが、それに代わる別の能力を発達させた。日の光を奪
われた隠語は、それを抑圧する環境に影響されながら、燐光を発達させた。その光に照ら
されながら、隠語は生き続け、《類語的な派生》が再生産されるのである68。」
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　こうした生物学的な捉え方は、「人が蝶々を採集するのと同じようにして、私は単語を
追い求めたのだ69」と言うDelvauにも認められる。Delvauはまた、隠語の研究を「文学的
な昆虫学」（entomologie littéraire）とも表現し、「文学的な昆虫学は、きわめて魅力的な
学問であり、本来の昆虫学と同じくらい、優れた人々の頭をしぼらせてきた70」と書いて
いる。そして、Linné、Bonnet、Lamarqueといった生物学者たちに対応する形で、
Érasme、BudéeやPasquierなどの過去の学者や、Nodier、Michelといった19世紀の言語
研究者の名前が挙げられている71。Delvauが実際にこれらの著者の著作をどの程度読んだ
のかは分からない。またDelvau自身、厳密な意味での学問的、科学的方法論を持ってい
たわけでもない。しかし隠語という、フランス語の本道から外れた言語表現への関心が、
科学的な研究と類似性を備え、また人文主義の時代から蓄積されてきた研究の伝統に沿っ
ているという意識は、自分の著作の正統性を主張するためにも必要だったのだろう。
　言語研究者にとっての隠語は、生物学者にとっての昆虫や爬虫類のような小さな生物み
たいなものかもしれない。しかし隠語はまた、人間という生き物が用いる言語表現でもあ
る。隠語を使うという行為それ自体が、その人物の、言ってみれば非人間的な人間性を表
現する。Hugoはこう書いている。「誠実な人間の側に立って、社会の戸口で耳を傾けてい
ると、その外にいる人々の会話が聞こえてくる。（…）理解できなくはないが、ぞっとす
るような囁き声が感じられる。それは、たしかに人間のような口調で話されているが、言
葉というよりも、動物の吠え声に近い。これが隠語である。単語は歪められ、得体のしれ
ない幻想的な獣性を帯びている。まるで、ヒュドラがしゃべっているようだ72。」隠語の
醜さは、人間の醜さと重なりあっている。
　また、VidocqはLes Voleursの序文で、著作の目的についてこう記す。「私は、これまで
なされてこなかったことをやってみたかった。それは、泥棒たちを、その悪徳と長所―
泥棒にも長所があることを認めなければならない―とともに、現実の姿のままに描くと
いうことである。私は、彼らの言葉遣いについての知識が、彼らをよりよく知るうえで役
に立つと考えた。それゆえ、当初は単なる風俗研究となるはずだったものが、隠語的言葉
遣いに関する、出来うる限り完全な辞書となったのである73。」言語研究が、すなわち風
俗研究そして人間研究となる。「風俗研究」（étude de mœurs）という言い回しが使われ
ているのは、Balzacへの目配りなのだろうか。VidocqはLe Père Goriotの作者を、「現代
の小説家の中で、最も生産力に富み、最も巧みなやり方で登場人物の運命について読者に
興味を抱かせる小説家74」と評価し、BalzacはVidocqから大きな影響を受けた75。またLes 
Voleursの副題が、「彼らの風俗と言葉遣いに関する生理学」となっていることは、この著
作がBrillat-SavarinのPhysiologie du goûtやBalzacのPhysiologie du mariageに続く、「生
理学もの」の流行の中で書かれたことをうかがわせる76。
　Balzacは、「眠る」を意味する隠語pioncerについて、こう書いている。「隠語において、
人はdormirするのではなく、pioncerするのである。この動詞が、追い詰められ、疲れ果て、
警戒心を抱いた、〈泥棒〉と呼ばれる野獣特有の眠りをどれほど力強く表現しているか、
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注目してもらいたい。その野獣は、安全な状況に置かれると、常に彼を覆っている〈疑念〉
の強力な翼の下で、必要とされる深い眠りの深淵の中に落ち、その中で転がるのであ
る77。」Dauzatはこの一節を引用し、「今日では生彩を失い、陳腐になった」この語に、
「Balzacは何と多くのものを読み取っていることか78！」と皮肉めいた調子で書いている。
しかし、隠語が、それを耳にする人間の想像力を強くかきたててしまうというのが、19世
紀的な特徴ではないだろうか。こうした度を越した反応は、隠語に対する反発の強さと裏
表の関係にある。
　Guiraudは、人間の言語活動を「記号」（signum）として捉え、「それは、服装や髪形、
挨拶の表現、家族の慣習と同じように、ブルジョワか労働者か、医者か兵士か、農民か商
人か、といった点で、われわれの身元を特定する79」と述べて、隠語の本質もまた、そう
した記号という点にあるとする80。この指摘は、「文学者の隠語は労働者の隠語とは似て
おらず、同様に、画家の隠語は売春婦の隠語と、ブルジョワの隠語は場末に住む人々の隠
語と、ならず者の隠語はアカデミー会員の隠語とは似ていない81」とするDelvauの記述と
結びつけられるだろう。言語表現の類型化は、人間の類型化と対応する。
　ただ、19世紀の隠語論における隠語の捉え方には、「記号」という冷静な類型化からは
み出すような、もっと生々しい存在としての人間への関心が込められているようにも感じ
られる。Balzac、Hugo、Zolaといった小説家は、フランス革命を経て大きく様変わりし
た社会の中で、それまで対象とされたことのなかった人間の姿を、人物が置かれた階層や
職業に固有な言動とともに提示した。これらの小説家にとって、隠語や俗語は、ある種の
人間を生き生きと描き出すために欠かすことのできない要素であった。Vidocq、Delvau
やSainéanといった隠語研究者の関心の背景にも、隠語が増殖し、それを口にする人間が
身近にいるという強い実感があったはずである。19世紀の隠語論は、その総体において、
人間とは隠語を用いる存在にほかならないということを示している。そして隠語への関心
は、20世紀以降、より言語学的な科学性をまとう一方で、文学においては引き続き、隠語
をちりばめた作品が次々と生み出されてゆくのである。
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